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農
業
の
近
代
化
を
め
ぐ
る
土
地
捨
保
金
融
の
問
題
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一
、
結

言

最
近
の
農
家
経
済
逼
迫
に
伴
う
資
金
需
要
の
急
激
な
る
増
大
と
、
所
謂
「

ド
ツ
ジ
原
則
」
に
基
〈
均
衡
予
算
編
成
に
伴
う
農
業
に
対
す
る
財
政
投
資
の

著
し
レ
縮
減
ど
は
、
農
村
不
況
を
益
々
深
刻
化
す
る
と
共
に
農
業
金
融
の
必

要
度
含
よ
り
一
一
層
高
め
つ
』
あ
る
事
は
言
を
侯
た
な
い
所
で
あ
る
o

而
し
て
、
農
家
の
資
金
需
要
に
対
す
る
農
業
金
融
の
果
す
役
割
が
現
在
に

於
て
充
分
な
も
の
と
言
い
得
な
い
事
は
、
戦
後
、
農
地
改
平
に
依
っ
て
自
作

農
化
が
急
激
に
進
行
し
た
に
も
拘
ら
ず
負
債
の
た
め
に
農
地
を
手
離
す
農
家

戸
数
の
激
増
に
依
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
o
即
ち
、
島
民
地
を
手
離
し
た
農
家

戸
数
は
推
計
一
ニ
入
、
四
三
三
一
戸
に
達
し
、
耕
地
面
積
に
し
て
約
七
、
六

O
六

町
歩
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
経
営
規
模
別
に
み
る
と
小
経
賞
、
普
通
経

賞
、
不
完
全
農
家
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
自
小
作
別
に
は
農
地
改
革
後
の
新

農
業
の
近
代
化
を
め
ヤ
る
土
地
指
保
金
融
の
問
題

飯

源

次

島

良日

四
、
土
地
強
保
金
一
織
と
農
業
近
代
化

王

、

結

語

自
作
農
、
以
前
か
ら
の
自
作
農
、
沼
地
主
、
自
小
作
農
の
順
で
、
地
区
別
に

は
東
北
地
方
の
普
通
経
営
、
新
自
作
農
、
近
畿
地
方
の
田
地
主
及
び
不
完
全

農
家
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
註
付
)

以
上
を
綜
括
的
に
考
察
す
る
と
普
通
経
営
、
新
自
作
農
に
多
い
事
を
知
り

得
る
が
、
こ
の
事
は
最
早
小
経
営
、
不
完
全
農
家
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
日
本

農
業
の
拡
大
再
生
産
は
言
う
に
及
ぼ
ず
単
純
再
生
産
資
金
と
し

τの
自
作
農

維
持
資
金
の
需
要
す
ら
も
、
現
在
の
農
業
金
融
の
機
構
と
機
飽
を
も
っ
て
し

て
は
こ
れ
を
充
足
し
得
な
レ
事
を
端
的
に
表
現
L
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

殊
に
我
が
国
の
農
業
が
ぺ
イ
さ
れ
な
い
小
経
営
を
基
盤
と
す
る
関
係
か
ら

農
業
金
融
も
消
費
金
融
的
色
彩
を
強
く
帯
、
ひ
、
表
面
的
に
は
生
計
資
金
と
し

て
の
短
期
資
金
を
多
く
需
要
し
て
い
る
が
如
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
営

農
資
金
の
不
足
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
質
的
に
は
食
業
生
産
力
発

展
の
た
め
の
長
期
低
利
の
営
農
資
金
全
要
望
し
亡
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の



農
業
の
近
代
化
を
め
戸
、
る
土
地
捲
保
金
融
の
問
題

金
融
措
置
の
不
充
分
な
現
段
階
に
於
て
は
、
短
期
営
農
資
金
と
し
て
の
農
業

手
形
に
多
〈
依
容
す
る
結
果
と
な
り

τお
り
、
そ
の
農
業
手
形
借
入
も
大
部

分
が
肥
料
で
あ
る
事
は
根
木
的
な
生
産
カ
発
展
の
資
金
と
は
な
り
得
な
い
の

で
あ
る
。

従
っ
て
農
家
は
長
期
蛍
農
、
資
金
を
、
戦
前
長
期
資
金
調
達
の
金
融
的
手
段

と
し
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
土
地
担
保
金
融
に
求
め
ん
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
農
地
改
革
に
依
る
鷲
地
の
抵
当
叉
は
譲
渡
に
対
す
る
制
限
が
農

地
の
担
保
物
件
と
し
亡
の
機
能
を
著

L
〈
制
限
し
た
結
果
、
土
地
担
保
金
融

は
今
ま
で
事
実
上
殆
ん
ど
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
其
後
の
社

会
情
勢
の
愛
化
に
依
っ
て
既
に
兵
庫
県
信
連
で
は
単
位
農
業
協
同
組
合
を
通

じ
自
作
農
創
設
維
持
資
金
の
名
目
で
昭
和
二
五
年
度
下
半
期
に
は
一
こ
、
五

O

O
万
円
を
七
六

O
人
の
農
民
に
融
資
し
、
二
六
年
度
は
七
、
五

O
O万
円

を
融
資
額
と
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
農
地
担
保
金
融
の
途
を
講
じ
て
い

る
。
ハ
註
付
)

こ
の
よ
う
に
土
地
担
保
金
融
が
農
民
の
要
請
に
応
じ
て
再
興
さ
れ
つ
L
あ

る
と
い
う
事
は
、
農
業
金
融
の
再
建
整
備
乃
至
は
確
立
の
た
め
に
将
亦
、
農

業
の
根
本
的
解
決
の
た
め
に
も
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
と
考
へ
る
。

こ
の
意
味
で
、
土
地
担
保
金
融
の
問
題
を
農
業
の
近
代
化
と
の
関
聯
に
於

て
考
察
し
て
見
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

言E設
伺付

昭
和
二
六
年
一

O
月
一

O
日
付
金
融
通
信
に
依
る
。

前
拐
の
金
融
通
信
に
依
る
。

倫
貸
付
期
間
は
二
五
年
度
分
は
一

0
ヶ
年
、
二
六
年
度
分
は
五

ヶ
年
で
あ
り
、
貸
付
金
額
は
反
蛍
二
五
年
度
五
、

0
0
0同
1

一
二
問

七

O
、
0
0
0闘
、
二
六
年
度
は
五
、

0
0
0闘

t
五
O
、
0

0
0
闘
で
貸
付
金
利
は
年
九
分
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
懸
で
二

分
近
卸
一
を
負
婚
す
る
放
に
和
合
員
は
質
質
年
六
分
五
肢
の
金
利

負
鎗
と
な
る
o

二
、
農
業
近
代
化
の
意
義
及
び
条
件

そ
の
た
め
に
は
先
づ
、
農
業
近
代
化
の
意
義
そ
朗
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

所
謂
農
業
の
近
代
化
と
は
、
歴
史
的
に
は
発
展
す
る
社
会
経
済
に
対
す
る

農
業
の
よ
り
よ
い
競
合
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
富
山
口
よ
り

g
Fロ
へ
の
移

行
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
農
業
の
歴
史
的
段
階
を
無
視
し
て
こ
れ
を

論
ず
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

然
ら
ば
具
体
的
に
は
如
何
な
る
事
で
あ
ろ
う
か
o
平
野
義
太
郎
氏
は
「
農

村
の
近
代
化
は
農
業
の
科
学
化
を
前
提
と
し
、
か
つ
土
地
改
革
の
徹
底
化
を

前
提
と
す
る
。
し
か
も
そ
れ
た
貰
〈
社
会
的
基
盤
は
、
農
村
に
於
け
る
真
の

多
数
者
で
あ
る
貧
・
中
農
の
利
益
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
目
標
は
勤
労

農
民
の
小
商
品
生
産
者
経
僅
の
自
由
な
発
展
を
伸
ば
し
、
生
産
の
協
同
化
に

よ
っ
て
農
業
技
術
を
改
良
し
、
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
ハ
註
伺
)

即
ち
、
こ
れ
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
農
村
の
近
代
化
は
農
業
の
近
代
化
を

前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
業
の
近
代
化
と
は
農
業
の
生
産
力
を
高
め
る

こ
と
で
あ
る
と
言
い
得
る
o

叉
、
井
上
晴
丸
氏
は
農
業
近
代
化
の
基
本
的
方
向
と
し
て
、
労
仇
生
産
力

向
上
の
た
め
の
機
械
化
、
ズ
経
営
の
小
経
蛍
に
対
す
る
有
利
性
と
し
て
の
好



適
規
模
の
上
昇
ハ
富
農
経
営
発
展
の
基
本
線
)
、
農
業
の
技
術
草
命
等
を
挙

げ
て
い
る
が
、
ハ
註
伺
)
こ
れ
ら
も
根
本
的
に
は
農
業
生
産
力
そ
向
上
せ
し

め
る
た
め
の
手
段
に
外
な
ら
ず
、
一
応
具
体
的
に
は
、
機
械
化
、
技
術
の
改

善
等
を
通
し
て
農
業
の
科
学
化
を
促
進
し
、
以
て
農
業
生
産
力
を
高
め
る
事

が
農
業
を
近
代
化
す
る
所
以
で
あ
る
と
言
い
得
ょ
う
。

併
し
、
こ
』
で
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
農
業
の
近
代
化
の

手
段
に
先
行
す
る
理
論
的
条
件
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
農
業
生
産
力
発
展

の
た
め
の
理
論
的
条
件
で
あ
り
、
過
去
に
於
て
農
業
生
産
力
の
発
展
を
阻
害

し
て
い
た
乃
至
は
現
在
胞
安
一
目
し
て
い
る
社
会
経
済
的
諸
条
件
が
問
題
と
な
る

の
で
あ
る
。

更
に
、
農
業
の
近
代
化
を
経
済
学
的
に
解
す
る
時
は
農
業
の
資
本
主
義
化

と
い
う
こ
と
で
ゐ
り
、
商
業
的
農
業
の
発
展
過
程
は
封
建
的
農
業
の
近
代
化

の
過
程
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
間
題
は
商
業
的
農
業
の
問
題

と
し
て
把
握
さ
れ
、
農
業
の
機
械
化
や
技
術
の
改
善
等
は
近
代
化
の
一
つ
の

指
標
で
は
あ
る
が
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

従
来
の
、
小
農
維
持
政
策
や
通
じ
て
白
木
の
資
本
主
義
発
展
の
基
底
と
さ

れ
て
来
た
過
小
農
制
が
一
般
に
最
産
物
の
商
品
化
率
を
低
か
ら
し
め
、
日
本

農
業
の
商
業
的
発
展
を
阻
害
し
て
来
た
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
近
代
化

も
過
小
長
制
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
的
条
件
と

は
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
と
石
渡
貞
雄
氏
は
、
基
本
的
条
件
と
し
て
、
近
代
的
土
地
一
所
有

を
、
叉
、
複
次
的
条
件
と
し
て
は
租
税
公
課
の
低
減
及
び
農
産
物
価
格
形
成

の
合
理
化
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
o

(

註日開〉

こ
れ
を
別
言
す
れ
ば
、
生
産
関
係
に
於
け
る
土
地
所
有
の
近
代
化
と
、
流

農
業
の
近
代
化
を
め
戸
、
る
土
地
強
保
金
融
の
問
題

通
過
程
に
於
け
る
租
税
公
課
の
低
減
と
農
産
物
価
絡
形
成
の
合
理
化
に
よ
っ

℃
の
み
農
業
の
拡
大
再
生
産
が
可
能
と
さ
れ
、
こ
れ
が
即
ち
農
業
を
近
代
化

す
る
こ
と
で
る
る
。

叉
、
小
抽
出
基
之
氏
は
、
「
日
本
の
農
業
経
営
の
、
そ
し
て
ま
た
農
民
の
階

層
的
区
分
に
は
一
般
に
地
主
・
自
作
・
自
小
作
・
小
作
と
レ
う
規
準
が
と
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
準
が
同
時
に
農
業
経
営
の
内
容
を
あ
ら
わ

し
、
農
民
の
社
会
的
位
置
を
規
定
し
て
レ
る
と
い
う
こ
と
は
、
土
地
所
有
が

農
業
生
産
の
条
件
と
し
て
極
め
て
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
こ
と
一
そ
も
の

が
た
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
」
と
、
述
べ
て
い
る
。
〈
註
杓
〉

こ
の
事
は
、
生
産
条
件
と
し
て
の
土
地
所
有
の
封
建
性
を
生
産
関
係
に
多

分
に
内
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
が
農
業
の
近
代
化
を
阻
害
し
℃
来
た

最
大
の
条
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
農
業
近
代
化
の
理
論
的
条
件
は
、
他
の
複

次
的
条
件
を
一
応
捨
象
し
℃
考
え
る
と
、
基
本
的
に
は
土
地
所
有
の
近
代
化

に
外
な
ら
な
い
。

設

伺

平
野
義
太
郎
著

二
四
年

井
上
院
明
丸
著
農
業
問
題
入
門
九
七

t
一
一
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頁

農
業
近
代
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基
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線
参
照
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和
二
三
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昭
和
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第
二
貌
掲
載

石
渡
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氏
「
農
業
近
代
化
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理
論
的
傑
件
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参
照

昭
和
二
三
年
新
日
本
安
本
主
義
論
争

E
農
業
理
論
縞
掲
載

小
池
基
之
民
「
日
本
農
業
心
近
代
化

ω
た
め
に
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二

O
一一良

六
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八
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行

農
村
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代
化
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の
道

序
文
四

t
五
頁
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和
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設

伺
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註
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設
肘

一
二
五



農
業
の
近
代
化
を
め
ぐ
る
土
地
擁
保
金
融
の
問
題

三
、
農
地
改
革
と
農
業
近
代
化

然
る
に
、
戦
後
の
農
地
改
革
は
我
が
国
の
土
地
所
有
形
態
に
一
大
愛
草
を

も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
が
果
し
℃
土
地
所
有
の
近
代
化
を
完
全
に
実
現
し
た

と
見
る
か
否
か
は
農
地
改
革
・
を
不
徹
底
・
と
見
る
か
行
過
ぎ
と
見
る
か
に
依
っ

と
異
な
る
と
し
℃
も
、
封
建
的
土
地
所
有
に
代
る
農
民
的
土
地
所
有
は
、
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
土
地
所
有
の
近
代
化
を
実
現
し
た
事
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
ろ
う
。

然
し
、
英
後
の
農
業
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
的
諸
条
件
の
悪
化
が
新
自
作

農
の
農
地
売
渡
し
ゃ
農
民
層
の
分
解
過
程
含
通
じ
℃
土
地
所
有
の
近
代
化
を

阻
害
し
、
農
業
生
産
力
発
展
の
機
能
を
著
し
く
減
退
せ
し
め
乞
い
る
事
も
亦

事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
農
地
改
革
が
一
面
に
於
ぐ
は
、
イ
シ
ブ
レ
進
行
過
程
に
於
け
る
小

作
料
据
置
き
の
措
資
に
よ
っ
て
小
作
農
の
負
担
を
軽
減
L
、
叉
、
公
定
地
価

に
よ
る
自
作
農
創
設
に
よ
っ
て
土
地
所
有
の
近
代
化
を
促
進
し
た
意
味
引
に

は
、
農
業
生
産
力
発
展
の
基
礎
を
確
立
す
る
一
要
因
と
な
っ
た
が
、
反
面
に

於
て
は
農
地
の
抵
当
及
び
譲
渡
制
限
が
長
期
資
金
調
達
の
金
融
的
手
段
た
る

土
地
担
保
金
融
の
機
能
を
制
制
限
し
た
意
味
で
農
村
不
況
の
消
極
的
要
因
と
な

り
、
農
業
生
産
力
発
展
を
停
滞
せ
し
め
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
与
で
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
農
業
近
代
化
の
条
件
と
し
て
の
土
地
所
有
近
代
化
の
体
制
が
、
同

じ
く
農
業
近
代
化
の
た
め
の
生
産
力
発
展
の
資
金
調
達
と
し
て
の
土
地
担
保

金
融
の
復
活
に
よ
っ
て
如
何
な
る
影
響
を
受
け
、
且
つ
、
如
何
な
る
相
互
作

用
を
有
す
る
も
の
で
為
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
土
地
担
保
金

一
一
一
六

融
の
復
活
は
本
質
的
に
農
業
近
代
化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と

も
逆
に
阻
害
し
は
し
な
い
か
と
言
う
事
で
あ
る
。

四
、
土
地
担
保
金
融
と
農
業
近
代
化

者
て
土
地
担
保
金
融
は
そ
れ
が
蛍
愛
資
金
で
あ
る
と
生
計
資
金
で
あ
る
と

を
問
わ
ず
、
単
に
農
家
の
資
金
調
達
の
一
手
段
と
し
亡
は
重
要
な
意
義
と
役

割
を
有
し
ゼ
い
た
と
し
て
も
、
従
来
の
土
地
担
保
金
融
の
多
く
は
大
中
地
、
正

に
限
ら
れ
て
耕
作
農
民
の
そ
れ
は
少
〈
、
叉
、
あ
っ
た
と
し
て
も
多
〈
は
土

地
所
有
、
土
地
購
入
の
目
的
の
も
の
で
そ
れ
以
外
の
長
期
農
業
投
資
の
目
的

に
依
る
も
の
が
少
か
っ
た
と
言
う
意
味
で
、
農
業
近
代
化
の
要
請
と
し
て
の

経
蛍
資
本
の
蓄
積
に
対
す
る
役
割
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
仮
令
資

本
の
蓄
積
が
行
は
れ
た
と
し
て
も
農
業
の
低
収
益
性
は
そ
の
剰
余
価
値
部
分

台
農
業
外
に
授
下
せ
し
め
る
よ
う
な
傾
向
を
助
長
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
過
去
に
於
け
る
土
地
購
入
資
金
の
多
く
は
、
農
業
経
蛍
の
た
め
の

土
地
へ
の
投
資
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
地
代
収
入
そ
条
件
と
す
る
土
地
へ
の

投
資
で
あ
っ
た
事
は
、
高
率
の
物
納
小
作
料
、
別
言
す
れ
ば
半
封
建
的
地

代
(
註
肘
)
に
基
〈
土
地
収
益
と
零
細
経
常
に
基
〈
低
収
益
と
の
対
立
、
即

ち
、
土
地
収
益
の
経
営
収
益
へ
の
優
越
に
起
因
す
る
日
本
農
業
の
歴
史
的
必

然
の
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
が
亦
土
地
担
保
金
融
合
し
て
農
業

金
融
の
中
心
た
ら
L
め
、
他
方
に
於
て
は
、
所
有
と
経
蛍
の
分
離
を
促
進
す

る
桔
巣
と
な
っ
た
事
は
零
細
長
、
小
農
の
没
落
過
程
乃
至
は
土
地
の
集
中
分

散
の
過
程
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

従
っ
て
土
地
相
保
金
融
は
、
農
業
の
発
展
の
表
示
で
あ
っ
た
と
共
に
日
本



資
本
主
義
の
収
奪
に
依
る
貧
困
の
表
示
で
も
あ
っ
た
と
雪
一
一
回
へ
ょ
う
。

然
る
に
農
地
改
革
・
は
、
自
作
農
創
設
の
過
程
を
通
じ
て
土
地
所
有
と
農
業

経
営
の
結
合
を
も
た
ら
し
、
更
に
小
作
刷
新
の
統
制
を
通
じ
て
土
地
収
益
の
経

営
収
益
へ
の
優
越
を
逆
転
せ
し
め
て
農
業
に
対
す
る
資
本
蓄
積
の
一
応
の
基

礎
を
与
え
た
と
言
え
る
が
、
農
業
を
と
り
ま
〈
客
観
条
件
の
悪
化
は
、
今
日

自
作
農
創
設
維
持
す
ら
も
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
事
は
前
述
の
遠
の
で
あ

る。
こ
れ
が
打
開
策
と
し
て
、
現
在
の
農
業
金
融
の
不
足
を
土
地
担
保
金
融
に

委
ね
る
と
し
て
も
単
純
再
生
産
の
維
持
資
金
の
調
達
に
過
ぞ
す
、
ず
同
正

予
自
白
。
ま
国
間
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
農
業
生
産
力
の
発
展
と
農
業
所
得
の

向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
徒
ら
に
農
家
の
負
債
を
増
大

せ
し
め
る
。
殊
に
こ
れ
が
系
統
金
融
機
関
乃
至
は
そ
れ
に
代
る
べ
き
金
融
機

関
に
よ
っ
て
完
全
に
代
行
さ
れ
な
い
恨
む
、
む
し
ろ
逆
に
、
普
て
の
商
業
資

本
或
は
高
利
貸
資
本
の
よ
う
な
も
の
に
対
し
て
農
民
支
留
の
途
を
開
〈
結
果

と
な
り
、
遂
に
は
農
民
的
土
地
所
有
体
制
を
も
崩
壊
せ
し
め
る
事
に
な
ら
な

い
と
も
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
却
も
、
土
地
担
保
金
融
は
一
面
に
於
て
農
家

の
資
金
需
要
を
一
時
的
に
充
足
せ
し
め
、
或
る
意
味
で
は
投
資
の
拡
充
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
家
計
と
経
蛍
の
分
離
し
て
な
い
小
経
蛍
を
基
盤

と
す
る
日
本
農
業
に
於
て
は
農
業
金
融
が
消
費
金
融
的
で
あ
る
と
同
様
、
土

地
担
保
金
融
も
決
し
て
生
産
金
融
の
目
的
を
達
し
得
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
っ
て
、
且
民
業
生
産
力
発
展
の
積
極
的
要
因
と
も
な
り
得
な
い
の
で
あ

り
、
現
段
階
に
於
け
る
土
地
担
保
金
融
は
時
期
信
平
の
感
な
し
と
し
な
い
の

で
あ
る
。

併
し
、
川
野
重
任
氏
は
、
土
地
担
保
金
融
制
度
の
制
限
は
農
民
層
を
制
度

農
業
の
近
代
化
を
め
ぐ
る
土
地
権
保
金
融
の
問
題

的
に
一
一
機
の
準
禁
治
産
者
扱
い
す
る
事
に
よ
っ
て
英
の
維
持
存
続
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
経
済
政
策
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
本
質
的
に
社
会

政
策
と
呼
ば
る
べ
き
・
・
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
新
た
な
生
産
秩
序
を
つ
〈
り

出
し
生
産
力
を
高
め
る
と
い
う
点
で
は
無
力
で
あ
る
官
曹
を
、
徳
川
時
代
の
土

地
の
永
代
売
買
禁
止
が
事
実
上
演
入
れ
そ
の
他
の
形
で
破
ら
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
事
を
例
に
挙
げ
ぐ
指
摘
し
、
そ
の
所
有
権
乃
至
収
益
権
の
移
動
は
そ

れ
が
法
的
制
限
を
受
け
て
い
る
だ
け
に
然
ら
ざ
る
場
合
に
比
べ
売
手
た
る
農

民
に
と
っ
〈
一
層
不
利
な
条
件
の
下
に
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
実
際
上
経
済
的

マ
イ
十
ス
と
な
る
都
国
も
少
〈
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
〈
註
刊
)

以
上
の
事
柄
は
制
限
に
対
す
る
反
対
の
論
拠
で
は
あ
り
得
て
も
、
決
し
て

そ
の
肯
定
の
論
拠
と
は
な
り
得
な
い
も
の
で
、
問
題
は
土
地
信
用
の
生
産
的

機
能
で
あ
り
、
資
本
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
が
、
現
在
に
於
け
る
農
業
の
客

観
条
件
の
下
で
は
遺
憾
乍
ら
充
分
と
は
申
さ
れ
な
い
。

氏
は
更
に
、
農
業
生
産
力
の
伸
長
、
発
展
な
〈
し
て
農
民
的
土
地
所
有
の

維
持
も
農
民
の
地
位
の
安
定
も
あ
り
得
な
い
と
「
れ
ば
、
対
策
の
焦
点
は
現

状
維
持
よ
り
も
む
し
ろ
積
極
的
に
資
金
調
達
の
自
由
の
拡
充
に
置
か
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
言
は
れ
る
が
、
(
註
悌
)
若
し
も
土
地
担
保
金
融
に
よ
っ
て

自
由
な
、
貸
金
調
達
の
途
を
農
民
に
与
へ
る
な
ら
ば
、
農
家
負
債
の
過
重
そ
結

果
し
、
そ
れ
が
土
地
を
担
保
と
す
る
限
り
に
於
て
償
還
不
能
の
場
合
に
は
土

地
を
手
離
さ
Y
る
を
得
な
い
結
果
と
な
っ
て
農
業
近
代
化
の
基
礎
は
崩
れ
る

の
で
あ
る
。

ii't 
tゆ

こ
れ
に
凶
し
で
は
多
〈
の
岡
持
論
。
あ
る
所
で
あ
る
が
、
封
建
地

代
を
規
定
す
る
も
の
は
①
高
率
性
②
物
納
税
で
あ
る
と
し

て
も
、
日
本
受
本
主
義
が
農
産
物

ω
内
品
化
を
遇
じ
て
歪
め
ら

七



農
業
山
近
代
化
を
め
ぐ
る
土
地
強
保
金
一
般
の
問
題

れ
な
が
ら
も
農
業
に
於
て
抽
出
行
し
て
い
{
た
関
係
上
、
わ
が
岡
山

高
率
物
納
小
作
料
を
そ
の
ま
込
封
建
地
代
と
す
る
こ
と
は
適
切

で
な
く
、
さ
り
と
て
純
粋
に
一
資
本
家
的
法
則
に
従
は
な
い
1

駄
で

前
安
本
主
義
的
で
あ
る
意
味
か
ら
、
牛
封
建
的
地
代
と
呼
ば
る

べ
き
で
あ
る
。

山問、

ζ

れ
に
闘
し
で
は
櫛
目
民
綴
全
集
第
三
谷
一
一
一
二
七

t
一一一九

一
一
良
「
わ
が
園
小
作
料
の
特
質
に
づ
い
そ
」
「
小
作
料
の
地
代

範
騰
に
つ
い
て
」
参
照

註
判
例
農
林
金
融
〈
。
「

ω
Z。
.
。
如
閣
議

強
保
金
融
の
諸
問
題
」
参
照

川
野
重
任
論
説
・
「
土
地

五
、
結

垣
間

以
上
の
考
察
に
依
っ
て
土
地
担
保
金
融
は
、
資
金
調
達
の
手
段
た
り
得
て

も
、
現
段
階
に
於
て
は
農
業
近
代
化
を
阻
害
す
る
よ
う
な
条
件
と
し
て
作
用

し
、
根
本
的
に
農
業
問
題
を
解
決
す
る
所
以
で
は
な
い
事
を
知
り
得
る
の
で

あ
る
。然
ら
ば
根
本
的
解
決
と
は
何
か
。
そ
れ
は
農
産
物
価
格
形
成
の
合
理
化
で

あ
り
、
価
格
政
策
に
よ
る
農
家
経
済
の
安
定
が
先
決
で
あ
り
、
合
は
せ
て
系

統
金
融
機
関
に
よ
る
長
期
低
利
資
金
の
敵
貨
に
よ
っ
て
弦
大
再
生
産
の
売
め

の
条
件
と
し
て
の
農
業
の
自
然
的
諸
条
件
の
改
善
を
図
る
事
で
あ
る
o

根
本
的
解
決
が
な
さ
れ
な
い
限
り
貨
幣
資
本
ぬ
貸
借
と
し
て
の
土
地
金
融

資
本
は
農
業
の
生
産
若
し
〈
は
流
通
過
程
に
投
ぜ
ら
れ
て
も
剰
余
価
値
守
生

産
す
る
価
値
と
し
て
の
資
本
た
る
機
能
を
果
し
得
、
す
、
資
本
利
子
の
支
払
が

生
活
水
準
の
切
下
げ
等
に
依
存
す
る
結
果
と
な
っ
て
近
代
的
金
融
と
は
申
さ

一
二
八

れ
ず
、
そ
れ
は
叉
金
融
問
題
の
解
決
と
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
土
地
担
保
金
融
を
農
業
近
代
化
と
の
関
聯
に
於
て
考
察
す
る
限
'

り
、
日
本
農
業
が
近
代
的
金
融
の
成
立
を
許
す
客
観
条
件
が
も
た
ら
さ
れ
て

始
め
て
実
施
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
段
階
に
於
て
は
農
業
近
代
化

の
た
め
の
み
な
ら
ず
農
業
金
一
山
間
の
木
質
か
ら
も
制
限
さ
る
べ
き
問
題
で
は
な

か
ろ
う
か
。

併
し
こ
の
よ
う
な
措
置
は
資
本
主
義
の
論
理
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
も
、
日
本
農
業
の
後
進
性
が
歪
め
ら
れ
た
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
農
業
保
護
政
策
は
或
る
程
度
是
認
せ
ら
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
但
し
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
木
資
本
主
義
の

基
底
と
し
て
の
小
農
維
持
政
策
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
過
小
農
制
が
現
在
日

本
農
業
の
近
代
化
を
妨
げ
て
レ
る
条
件
と
な
っ
て
レ
る
こ
と
で
あ
る
。

然
ら
ば
土
地
担
保
に
代
る
に
何
を
も
っ
て
信
用
の
基
礎
と
な
す
べ
き
で
ゐ

ろ
う
か
。
今
回
、
所
謂
農
業
金
融
機
関
と
L
て
決
定
的
な
重
要
性
そ
有
し
て

い
る
組
台
金
融
は
現
在
、
対
入
信
用
た
る
無
担
保
貸
付
に
於
て
も
人
的
信
用

と
物
的
信
問
の
評
点
割
合
は
夫
々
五

O
%位
で
あ
っ
て
対
物
信
用
の
重
要
性

を
見
逃
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
有
担
保
貸
付
は
経
営
収
益
を
物
的
信
用

の
基
礎
と
し
て
い
る
事
は
当
然
で
・
あ
る
と
し
て
も
、
少
く
と
も
無
担
保
貸
付

に
於
て
は
連
帯
保
証
責
任
制
度
を
基
獲
と
し
た
完
全
な
る
対
人
信
用
に
侠
つ

べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
。

更
に
農
業
金
融
の
機
構
及
び
機
能
の
改
善
拡
充
の
必
要
な
事
は
論
を
侠
た

な
レ
が
、
農
地
改
革
後
の
農
業
の
課
題
は
、
農
業
近
代
化
の
理
論
的
条
件
で

あ
る
土
地
所
有
の
近
代
化
、
即
ち
、
農
民
的
土
地
所
有
の
維
持
確
立
の
下
に
如

何
に
し
て
農
業
近
代
化
守
関
る
か
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
の
農
業
金
融
も
土



地
担
保
金
融
慨
を
含
め
て
こ
L
に
自
ら
方
向
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題

で

・

あ

ろ
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